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画面を見ながらの音読特長

1

暗唱するための工夫がいっぱい特長

2

昔話や神話・伝承の読み聞かせ特長

3

豊富な資料映像特長

4

プリント教材の作成特長

5

全学年で活用可能特長

6

音読・暗唱・読み聞かせ

新学習指導要領対応

光村の提示型デジタル教材シリーズ

www.mitsumura-tosho.co.jp/digital/
TEL:03-3493-5741( お客様窓口 )

【価格】学校フリーライセンス 小学校版 低学年用（読み聞かせ・言葉遊び編） 中学年用（短歌・俳句，故事成語編）  高学年用（古文・漢文編）

 各26,250円（本体価格 各 25,000円）⑤　 For Windows®

 ※学校フリーライセンスは，校内でご利用になるパソコンの台数を制限しない契約です。※価格には，サーバやパソコンへのインストール費用は含まれておりません。

〒141-8675 東京都品川区上大崎 2-19-9
E-mail:digital-info@mitsumura-tosho.co.jp

▼「わくわく古典教室」について，詳しくはこちらまで
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教科書編集部便り

お知らせ

移行期関連資料について
弊社ホームページに、移行期関連資料が掲載されていますので、ぜひご活用ください。
光村チャンネル＞＞「移行期関連資料」よりご覧ください。　
　　　　　　　　  http://www.mitsumura-tosho.co.jp/Data/ikou/

移行措置期間の国語科
　いよいよ４月、新年度から新学習指導要
領実施を控えての移行措置期間が始まりま
した。弊社からは、すでに昨年秋「移行措
置資料」をお届けしていますが、ここで改
めて「国語科」の移行措置について、簡単
に触れておきます。
　理科・算数は、文部科学省が予算措置を
して、全児童に移行資料が配布されます。
これは、現在ご使用の各教科書会社が作成
し、検定に準ずる審査を受けたものです。
　その他の教科は、各学校判断で移行に向
けた授業をしてもよいということになって
います。つまり、国語科では、従来の授業
を続けていても、新学習指導要領に移行し
たとき支障はないということです。この際
の学校判断とは、新学習指導要領の内容や
考え方を先取りするかどうかということに
なります。
　新学習指導要領「国語科」の内容や考え
方に関するキーワードはいくつか挙げられ

ますが、代表的なものは、活用、思考力・
判断力、言語活動、伝統的な言語文化、また、
繰り返しによる基礎・基本の定着などでしょ
う。活用とは、全国学力調査にみられるよ
うに、日常生活において言語力が発揮でき
ることですから、新聞・ちらしなどの読みや、
グラフや図など非連続テキストの読み、レ
ポートや手紙を書くことなどが含まれます。
これらのうち、いくつかは既に現在の教科
書にも材料があります。したがって、それ
らを用いて、思考力・判断力、活用力を培
うことを強く意識した授業をしていただけ
れば、新学習指導要領に向けての第一歩と
なるでしょう。
　弊社「移行措置資料」は、そのような考
え方で作成してあります。現在の教科書を
使いながら、足りない資料を補いつつ、新
しい方向の授業に役立てていただければと
願うものです。

移行期の年間計画
（１〜６年）

現行教科書の単元・教材について、時数や扱い方が変わるとこ
ろをわかりやすく示した年間計画です。

移行措置資料付「学習材例」
（１〜６年）

現行教科書の単元・教材の扱いに、新しい学習活動・指導内容
を組み込んで、指導の展開例などを示しました。

移行期の指導に向けて（学年共通） 新学習指導要領の特徴や、移行措置の要点をまとめた資料です。

学習指導要領新旧対照表
（低・中・高学年）

新旧の学習指導要領を並べて表示し、変更された部分や、新規
で加わった点をわかりやすく示しました。

移行期の指導のために
（学年共通）

「古典を楽しむ」「知って安心『PISA 型読解力』」…など、新学
習指導要領の特徴的な部分をピックアップし、図やイラストを
交えて解説しました。




